
　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

玉

井

北

男

選

石お

や

ま鎚
の
嶺
川か

わ

も面
に
映
へ
て
日ひ

あ

し脚
伸
ぶ

　
　
伊
藤
通
友

折
紙
の
鬼
の
お
面
で
豆
を
撒
く

　
　
　
　
三
谷
福
美

遠
き
日
の
娘
の
思
ひ
冬
牡
丹

　
　
　
　
　
三
好
清
信

温
も
り
を
残
し
取
り
込
む
干
布
団

　
　
　
青
野
義
明

臘ろ
う
ば
い梅

の
匂
い
漂
う
村
の
路
地

　
　
　
　
　
高
橋

　
和

雪
の
峰
春
は
静
か
に
登
り
ゆ
く

　
　
　
　
川
原
利
代

客
待
ち
の
ラ
ク
ダ
の
睫
毛
日
脚
伸
ぶ

　
　
中
尾
明
代

赤
子
泣
き
春
の
障
子
と
な
り
に
け
り

　
西
山
ハ
ズ
ミ

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

金

子

一

孝

選

ポ
ン
カ
ン
を
ス
ト
ー
ブ
で
食
う
幸
せ
度
　
真
鍋
正
利

お
見
合
い
に
二
人
っ
き
り
の
寒
牡
丹
　
　
三
好
清
信

空
を
斬
る
す
っ
と
一ひ

と

た

ち

太
刀
飛
行
雲
　
　
　
川
原
利
代

断だ
ん
し
ゃ
り

捨
離
へ
部
屋
も
心
も
広
く
な
る
　
　
木
原
恵
美
子

新
聞
に
た
め
息
も
ら
す
事
件
事
故
　
　
　
稲
井
節
子

辛
く
て
も
負
け
て
は
い
な
い
笑
顔
で
す
　
近
藤
忠
夫

積
も
る
雪
捨
て
る
所
も
山
の
雪
　
　
　
高
橋
よ
う
子

曲
が
り
角
や
さ
し
く
目
立
つ
寒
椿
　
　
　
藤
田
清
子

　
短

　
歌	

　
　
　
　
　
　
田

坂

　

幸

　
選   

米
寿
過
ぎ
幸
せ
で
あ
っ
た
と
思
ひ
つ
つ
妻
と
二
人
で

方
丈
記
読
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
葺
喜
司
男

寒
き
夜
に
焚
き
口
に
来
て
湯
加
減
を
聞
き
く
れ
る
子

に
掌
を
合
は
せ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
塩
出
冨
美
香

一
輪
を
貰
ひ
て
活
け
し
蠟ろ

う
ば
い梅

の
厨
に
か
す
か
春
呼
ぶ

香
り
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
広
司

畳
の
み
広
が
り
見
ゆ
る
独ひ

と

り
居い

に
傾
き
初
め
し
冬
日

さ
び
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
利
枝

節
分
を
迎
へ
し
み
じ
み
か
へ
り
見
る
九
十
年
の
わ
れ

の
歩
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
シ
ヅ
エ

遮
断
機
の
下
り
て
通
過
の
ア
ン
パ
ン
号
孫
は
や
っ
た

と
身
を
ば
の
り
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
敬
子

妻
の
手
は
ふ
し
く
れ
だ
ち
て
温
か
し
共
に
ひ
た
す
ら

歩
み
来
し
手
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本

　
昇

啓け
い
ち
つ蟄

を
待
た
ず
這
い
出
し
ゼ
ゼ
虫
が
陽ひ

だ

ま溜
り
に
寄
り

塊
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
木
篤
美

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書

等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
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市
庁
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総
務
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広
報
情
報
係
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（
直
通
）

▲英会話教師
　アンジェラ―・
　ティンベロバーさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　初めて西条市に来たのは４年前でした。それまで、東京し
　　　　　　　　　　　　　　　　か知らなかった私は、西条駅前でバスを降りた時、日本にこ
　　　　　　　　　　　　　　　　んなに美しい所があるとちょっとショックを受けました。西
　　　　　　　　　　　　　　　　条市に滞在すればするほど、ここの美点が分かります。だか
　　　　　　　　　　　　　　　　ら、帰国の日付が近づいてとてもつらいです。
　日本へ来たのは、英語を教えながら異文化を体験するためでした。大学の同級生も同じ理由で
ベトナムや韓国やタイなどいろいろな所に行きました。その友達に会いに行くことは楽しいけれ
ど、やっぱり日本で働くことにしたのは正解だと感じています。ここで安全で気持ち良くて安心
な生活ができました。本当に幸運だと思います。
　帰国するとき、飼っている柴犬を連れて帰ります。知人にもらったのですが見た瞬間にこの犬
がとても好きになりました。毎日犬と散歩するとき、西条の風景を忘れないようによく見ようと
します。帰国しても必ず青くて荘厳な山そして地域の植物や動物、うちぬきが記憶に残ります。
西条から離れるのはせつないです。当然、西条の親切でフレンドリーで楽しい友達と別れるのが
一番難しいです。皆さんと過ごせたことをうれしく思います。
　最後に西条のコミュニティーの一人として、ユニークな体験の機会を与えてくださってありが
とうございました。ずっとこのように特別できれいで安全であることを心から祈っています。西
条のようなところは世界中にいくつかしかないので西条に来られたのは幸運でした。
　皆さま、いろいろお世話になりました。ありがとうございました！

悲しい別れ
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